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一
例
で
す
が
、日
本
の
企
業
労
働
者
約
１２
万

人
を
対
象
と
し
た
調
査
で
、軽
症
で
あ
っ
て
も
「
肥

満
」
、「
高
血
圧
」
、「
高
中
性
脂
肪
血
症
」
ま
た

は
「
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
」
、「
高
血
糖
」
の

危
険
因
子
を
２
つ
持
つ
人
は
、全
く
持
た
な
い
人

に
比
べ
、心
臓
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
１０
倍
近
く

に
、３
〜
４
つ
併
せ
も
つ
人
で
は
、３１
倍
以
上
に

も
な
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
左
図
）�

 

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
は
、２
０
０
５

年
４
月
の
内
科
学
会
で
初
め
て
診
断
基
準
が
決

定
さ
れ
た
ば
か
り
の
病
気
で
す
。（
右
図
参
照
）�

　
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
等
で
の
内
臓
脂
肪
量
測
定
を

行
う
事
が
望
ま
し
い
事
、ま
た
、こ
れ
ら
の
疾
患

で
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、各
々
の
項
目

を
含
め
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、診
断
さ

れ
れ
ば
、糖
尿
病
の
診
断
の
た
め
の
検
査
も
薦

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
日
本
人
の
三
大
死
因
は
、　
癌
　
　
心
臓

病
　
　
脳
卒
中
、で
す
。こ
の
う
ち
心
臓
病
と

脳
卒
中
の
多
く
は
「
動
脈
硬
化
」
が
原
因
で
起

こ
り
、こ
れ
ら
の
死
因
を
合
わ
せ
る
と
、１
位

の
癌
を
上
回
り
ま
す
。「
肥
満
」「
高
血
糖
」「
血

圧
が
高
め
」「
高
脂
血
症
」
な
ど
の
あ
り
ふ
れ

た
状
態
が
重
な
る
と
、「
動
脈
硬
化
」
が
進
む

事
が
知
ら
れ
て
お
り
、こ
の
中
で
、「
腹
部
内

臓
肥
満
」が
原
因
で
起
こ
っ
て
く
る
も
の
を「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」と
い
い
ま
す
。「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
の
治
療
の
目
的

は
、こ
れ
ら
の
動
脈
硬
化
に
よ
る
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
、脳
梗
塞
、閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
を
は

じ
め
、糖
尿
病
の
合
併
症
で
も
あ
る
、腎
症
、

網
膜
症
、神
経
症
を
予
防
す
る
事
に
あ
り
ま
す
。�

�

�

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
か
ら
！�

2

�

心
臓
病
の
危
険
性
は�

３０
倍
以
上
！？
�

1
危険因子の保有数と虚血性心疾患発症比�
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危険因子保有数�

危険因子�

●肥満�

●高血圧症�

●高血糖�

●高中性脂肪血症�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の�

診
断
基
準（
２
０
０
５
年
）�

内
臓
脂
肪
面
積
は
当
院
の
C
T
で
測
定
で
き
ま
す
�

腹腔内脂肪蓄積�

空腹時血糖値�

ウエスト周囲径� 男性≧85cm　　女性≧90cm

＞�

≧�高中性脂肪血症� 150mg/dL

110mg/dL

＜� （男女とも）�低HDL-C血症�

かつ／または�

かつ／または�

40mg/dL

≧�収縮期血圧� 130mmHg

≧�拡張期血圧� 85mmHg

（内臓脂肪面積　男女とも≧100cm2

）�

上記に加え以下のうち2項目以上�

1
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「
す
べ
て
の
生
活
習
慣
は
肥
満
か
ら
」�

〜
注
目
さ
れ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
〜�

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院
　
院
長  

久
保
田  

芳
郎�

院
長
コ
ラ
ム�

　
肥
満
が
糖
尿
病
、動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
フ
ァ

ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、す
べ
て
の
生
活
習
慣
病
は
ま
ず
肥

満
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
現
在
の
日
本
人
の

死
因
の
第
１
位
は
ガ
ン
、第
２
位
が
心
臓
病
、

次
が
脳
卒
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
病
と

脳
卒
中
は
血
管
の
部
位
は
異
な
る
も
の
の
、

動
脈
硬
化
が
も
と
で
血
管
が
閉
塞
し
、心

筋
梗
塞
、脳
梗
塞
と
な
っ
て
不
幸
な
転
帰

を
た
ど
り
ま
す
。�

　
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
と
い
う
と
、コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
こ
と
が
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、近
年
で
は
肥
満
に
よ
り
イ
ン

ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
効
か
な
く
な
り
、

糖
尿
病
、高
脂
血
症
（
高
中
性
脂
肪
）
、高

血
圧
、そ
し
て
心
筋
梗
塞
に
い
た
る
と
い

う
考
え
が
有
力
で
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
４
つ

が
そ
ろ
う
と
心
筋
梗
塞
の
発
症
率
が
３０
倍

に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
”死
の
四
重
奏
“と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
肥
満
の
人
に
は
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
」
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
睡
眠
中
に
１０
秒

以
上
呼
吸
停
止
し
て
い
る
状
態
を
睡
眠
時

無
呼
吸
と
い
い
ま
す
が
、こ
の
無
呼
吸
の

回
数
が
１
時
間
あ
た
り
平
均
５
回
以
上
あ

る
と
き
を
い
い
ま
す
。
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
の
多
く
は
睡
眠
中
に
上
気
道
（
の
ど

の
あ
た
り
）が
塞
が
っ
て
起
き
ま
す
。
狭
い

上
気
道
で
息
を
す
る
た
め
に
、ひ
ど
い
い
び

き
を
伴
い
ま
す
。
無
呼
吸
の
た
び
に
睡
眠

も
中
断
し
熟
睡
で
き
な
い
た
め
、日
中
の

眠
気
の
原
因
と
な
っ
た
り
仕
事
の
能
率
が

落
ち
る
な
ど
日
常
生
活
を
損
な
い
、自
動

車
運
転
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。�

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
無
呼
吸
に
よ
り
酸
素

不
足
が
お
こ
り
脳
や
心
臓
な
ど
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、脳
卒
中
や
心
臓
病
・
高
血
圧
な

ど
を
起
こ
し
や
す
く
生
命
に
も
影
響
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
糖
尿
病

の
合
併
も
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
肥
満
の
原
因
は
食
べ
す
ぎ
と
運
動
不
足

で
す
。
こ
れ
に
ス
ト
レ
ス
と
夜
型
の
生
活

が
加
わ
る
と
ま
す
ま
す
助
長
さ
れ
ま
す
。

今
の
子
供
た
ち
の
生
活
が
ま
さ
に
肥
満
を

生
む
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
将
来
の
日
本
に
禍
根
を
残
さ
ぬ
よ
う
に
、

も
う
一
度
”食

“を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。�

���

　
肥
満
に
は
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
と
「
皮
下

脂
肪
型
肥
満
」の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。ウ
エ

ス
ト
周
囲
径
が
男
性
で
８５
㌢
以
上
、女
性
で
90

㌢
以
上
で
あ
る
と
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
を
疑

い
ま
す
。
お
へ
そ
の
部
分
で
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
確
認

し
ま
し
ょ
う
。�

「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
と
は
？�
3

「
内
臓
脂
肪
」
は
減
り
ま
す
か
？�

45�
対
策
は
健
康
習
慣�

��� 

「
内
臓
脂
肪
」
と
「
皮
下
脂
肪
」
は
蓄
積
の
仕

方
も
、燃
焼
の
さ
れ
方
も
違
い
ま
す
。�

 

「
皮
下
脂
肪
」
に
は
食
事
療
法
は
有
効
で
す

が
、運
動
療
法
が
効
き
に
く
い
の
に
対
し
、「
内

臓
脂
肪
」
は
す
ぐ
に
使
え
る
脂
肪
で
、蓄
積
し

や
す
い
反
面
、燃
焼
も
さ
れ
易
く
、食
事
療
法

と
運
動
療
法
が
と
て
も
効
果
的
で
す
。
医
師
の

指
導
の
下
、栄
養
指
導
を
受
け
て
運
動
を
す
る

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。�

���

　
食
生
活
の
欧
米
化
と
、交
通
機
関
の
発
達
か

ら
、日
本
人
は
い
つ
の
間
に
か
過
食
、運
動
不
足

に
な
り
、内
臓
脂
肪
の
蓄
積
か
ら
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を
引
き
起
こ
す
様
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

以
上
、対
策
も
は
っ
き
り
し
て
お
り
、動
脈
硬
化

の
連
鎖
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
前
に
、生
活
習

慣
の
改
善
に
是
非
取
り
組
む
事
が
重
要
で
す
。

「
肥
満
」「
高
血
糖
」「
血
圧
が
高
め
」「
高
脂

血
症
」
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
軽
症
で
も
ア
メ
リ
カ

で
は
「
死
の
四
重
奏
」
と
も
呼
ば
れ
、症
状
が
な

く
と
も
積
極
的
な
治
療
が
さ
れ
て
い
る
病
気
で

す
。
決
し
て
侮
ら
ず
、異
常
を
指
摘
さ
れ
た
ら
、

受
診
を
し
て
下
さ
い
。
ま
た
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」
で
な
い
方
に
と
っ
て
も
、食
事
療
法
、

運
動
療
法
は
健
康
習
慣
で
あ
る
事
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。�

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」�

ウエストのCT画像�

皮下脂肪（縦線の部分）型肥満� 内臓脂肪（斜線の部分）型肥満�
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清水  史郎�
し�みず� し�ろ う�

富山医科薬科大学１９９５年卒業�
（医局：千葉大学第一内科）�

内科医長�

消化器内科�専門分野�

医学博士、日本外科学会認定医�

佐々木  信和�
さ� き�さ� のぶ�かず�

島根医科大学１９９７年卒業�
（医局：東京大学腎臓内分泌内科）�

�

生活習慣病内科医長�

日本産科婦人科学会認定医�

日本医師会認定産業医、日本内科学
会認定医�

遠藤  正裕�
えん� ま さ�どう� ひ ろ�

獨協医科大学１９９４年卒業�

産婦人科医長�

不妊症�専門分野�

高血圧、糖尿病、�
内分泌代謝�

専門分野�

纐纈  真一郎�
こう�けつ� し ん�いち�ろ う�

東京大学１９９５年卒業�
（医局：東京大学第一外科）�

外科医長�

大腸肛門外科�専門分野�

日本消化器病学会専門医�

千葉大学１９９０年卒業�
(医局：千葉大学第一内科）�

愛媛大学１９８５年卒業�
（医局：東京大学小児科）�

日本外科学会専門医・認定医、日本消
化器外科学会認定医、マンモグラフィー
検診精度管理中央委員会読影認定医�

医学博士、日本小児科学会専門医�

東京大学１９８７年卒業�
（医局：東京大学第一外科）�

日本体育協会認定スポーツ医、日本
医師会認定産業医、日本脊椎脊髄病
学会会員�

筑波大学１９８９年卒業�
（医局：筑波大学整形外科）�

秋本  政秀�
あき�もと� ま さ�ひで�

消化器内科部長�

岡田  基�
おか�だ� はじめ�

整形外科部長�

医学博士、日本産婦人科学会認定医、
母体保護医�

東京大学１９７０年卒業�
（医局：東京大学産婦人科）�

産婦人科学一般�

川口  米栄�
かわ�ぐち� よね�えい�

外科部長�

芥  直子�
なお�こ�あくた�

小児科部長�

医学博士、日本胆道学会評議員、日本消化器
病学会関東支部会評議員、日本内科学会認
定医、日本消化器病学会指導医・専門医、日
本肝臓学会専門医、日本超音波医学会指導医・
専門医、日本消化器内視鏡学会指導医・専門
医、日本医師会認定健康スポーツ医、日本医
師会認定産業医、日本感染症学会認定ICD(感
染制御医師)、 日本人間ドック学会指定医�

三上  繁�
み�かみ� しげる�

千葉大学１９８６年卒業�
（医局：千葉大学第一内科）�

副院長・内科部長�

消化器内科、肝胆膵内科�

医学博士、日本大腸肛門病学会評議員・
専門医、日本消化器病学会関東支部
会評議員、日本外科学会認定医、日本
消化器外科学会指導医・専門医、日本
消化器病学会指導医・専門医、日本医
師会認定健康スポーツ医、日本医師
会認定産業医、日本人間ドック学会評
議員�

東京大学１９７４年卒業�
（医局：東京大学第一外科）�

専門分野� 専門分野� 専門分野�消化器外科、大腸肛門外科�

専門分野�関節外科、脊椎外科�

専門分野�消化器内科、肝胆膵内科�

専門分野�小児科一般�
小児血液腫瘍学�
小児リウマチ学�

専門分野�消化器外科、内視鏡外科、�
呼吸器外科�

久保田  芳郎�
く� ぼ� た� よ し�ろう�

院長（外科）�

鈴木  功一�
き� こ う�すず� いち�

杏林大学１９９９年卒業�
（医局：千葉大学第一内科）�

内科�

阿部  真也�
べ�あ� し ん�や�

循環器内科（新任）�

日本内科学会認定医、日本循環器学
会専門医、日本心血管インターベンショ
ン学会指導医�

山形大学１９８９年卒業�
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　９月で退職し１０月から筑波大

学附属病院勤務となりました。当

院のスタッフは患者さんに優し

いところが良いところだと思い

ます。医療レベルも高く私自身

も勉強になりました。異動は残念

ですがありがとうございました。�

　早いもので、赴任してから３年

が経過し大学へ帰還する時期に

なってしまいました。お世話に

なりました。患者様、関係者の皆

様にお礼を申し上げ、そして今

後の個々の御活躍と病院の発

展を期待しております。�

※休診等で変更になる場合がございます。ご了承ください。�

平成17年10月1日現在�

診療担当表�

●受付時間�午前８時～１１時、午後１時～３時（小児科のみ診察は２時３０分より）�

04-7123-5932
04-7123-5919

（内科・産婦人科・耳鼻咽喉科・眼科・小児科）　�

（外科・整形外科・皮膚科・泌尿器科・脳神経外科）�

●全科で予約診療を実施しています。電話での予約受付時間は午後２時より４時まで。�

専用電話番号�
受診の際は診察券を御忘れなく、月初
めの受診日には保険証をお持ち下さい。�

�

�

�

午前
�

�

�

�

�

�

午後�

�

午前�

午前�

午後�

医科歯科大�
医 師 �

医科歯科大�
医 師 �

診 療 科 �

�

�

�

�

�

内 科 �

�

外 科 �

�
産 婦 人 科 �

診 療 案 内 �

消 化 器     �

生活習慣病�

呼 吸 器     �

腎 　 臓 �

循 環 器 �

�

消 化 器 �

生活習慣病�

呼 吸 器   �

�

�

月�

三上/鈴木�

佐 々 木 �

甲 斐 �

�

�

�

�

�

甲 斐 �

�

総合･消化器�

総 　 合 �

総 　 合 �

久 保 田 �

纐 纈 �

火�

清 水 �

麻 生 �

�

�

阿 部 �

�

�

佐々木（予約制）�

�

水�

秋 本 �

佐 々 木 �

�

�

�

�

鈴 木 �

木�

清 水 �

塚 越 �

武 田 �

�

上 原 �

�

�

�

武 田 �

金�

三上/鈴木�

�

�

�

阿 部 �

�

清 水 �

土�

秋 　 本 �

佐 々 木 �

�

太 田 �

�

�

纐 纈 �

�

川口（米）� 川口（米）�久 保 田 �

纐 纈 �

川口（米）�

三 ツ 井 �

川口（武）�

遠 藤 �

遠 藤 �川口（武）� 東大医師�

�

遠 藤 �

遠 藤 �

川口（武）�

午前�

午後�

�
小 児 科 �

総 　 合 �

総 　 合 �

芥�

芥�

芥�

�

芥�

芥�

康�

赤木/阿波�

芥�

芥�

芥�

�

�
午前�

�
整 形 外 科 �

�
総 　 合 �

落 合 �

岡田/田中�

岡 田 �

田 中 �

安 部 �尾 登 �

田 中 �

岡 田 �

田 中 �

岡 田 �

田 中 �

午前�

午後�

�

耳 鼻 科 �

総 合 �

総 合 �

� 山 本 �

山 本 �

久 松 �

久 松 �

久 松 �

久 松 �

�

大 平 �

� 宮 崎 �

宮 崎 �

�

御 宮 知 �午前��
眼 科 �

総 　 合 � 御 宮 知 ��

東大医師�

午後�皮 膚 科 � 総 　 合 �

午後�泌 尿 器 科 �

午後�脳 神 経 外 科 �

総 　 合 �

� �

根 岸 � 大 村 �根 岸 �

（１１月より）� （１１月より）�
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平成17年10月1日現在�

循環器・消化器病検査担当表�

専門外来（予約）・特別診療のお知らせ�

平成17年10月1日現在�

内 科 �

整形外科�

小 児 科 �

運動療法科（木曜日午後）�

装具外来（火、木、土曜日午前） 特別診療（毎週月曜日午前） 担当：筑波大学整形外科　落合 直之教授�

内分泌（第２水・第１金曜午後） 腎臓（第３水曜午後） 神経（第３土曜午前） 循環器（第２土曜午前）�

乳幼児一ヶ月健診（火曜日午後） 完全予約診療（土曜日午後） 

母親学級（第２・第４木曜日午後）�●�

●�

●�

産婦人科�●�

検 査 名 �

胃 内 視 鏡�

腹 部 超 音 波�

乳腺・甲状腺超音波�

頸動脈超音波（１５：００～）�

心臓超音波検査（１１月より）�

心臓カテーテル（１１月より）�

エルゴメーター�

胃・大腸Ｘ線検査�

大 腸 内 視 鏡�

木�

纐纈/三ツ井�

三 上 / 鈴 木 �

�

三上/秋本/清水�

�

�

�

纐纈/三ツ井�

�

金�

秋 本 �

�

川口/三ツ井�

�

�

阿 部 �

�

清 水 �

三上/秋本/鈴木�

土�

三     上�

清 水 / 鈴 木 �

�

�

阿 部 �

水�

清 水 / 鈴 木 �

�

纐纈/三ツ井�

�

阿部（午前）�

�

阿 部 �

清 水 / 田 中 �

秋 本 / 清 水 �

火�

三 上 / 鈴 木 �

秋 本 �

�

三上/秋本/清水�

�

阿 部 �

�

�

月�

川口/三ツ井�

秋 本 / 清 水 �

�

�

阿 部 �

�

�

�

午前�

午前�

午前�

午後�

午後�

午後�

午後�

午前�

午後�

（詳しくは各外来にお尋ね下さい。）�

三上/秋本/清水/鈴木�久保田/纐纈/三ツ井� 川口/纐纈/三ツ井�

＊ 休診日のお知らせ�
　●１０月２２日（土曜日） ●１０月２９日（土曜日）��
＊ 年末・年始休診日のお知らせ�
　●１２月３０日（金曜日） ●１２月３１日（土曜日） ●１月１日（日曜日）・２日（月曜日）・３日（火曜日）・４日（水曜日）�

八木  浩一�
や� ぎ� こう�いち�

外科医師�

和田  大志�
わ� だ� ひろ�し�

整形外科医師�

　９月で退職し１０月から筑波大

学附属病院勤務となりました。当

院のスタッフは患者さんに優し

いところが良いところだと思い

ます。医療レベルも高く私自身

も勉強になりました。異動は残念

ですがありがとうございました。�

　９月で退職し１０月から筑波大

学附属病院勤務となりました。当

院のスタッフは患者さんに優し

いところが良いところだと思い

ます。医療レベルも高く私自身

も勉強になりました。異動は残念

ですがありがとうございました。�

　早いもので、赴任してから３年

が経過し大学へ帰還する時期に

なってしまいました。お世話に

なりました。患者様、関係者の皆

様にお礼を申し上げ、そして今

後の個々の御活躍と病院の発

展を期待しております。�

　早いもので、赴任してから３年

が経過し大学へ帰還する時期に

なってしまいました。お世話に

なりました。患者様、関係者の皆

様にお礼を申し上げ、そして今

後の個々の御活躍と病院の発

展を期待しております。�

異動の医師です�



安部  哲哉�
あ� べ� てつ�や�

整形外科�
（水曜日午前）�

尾登  誠�
お�のぼり� まこと�

リウマチ科�
（木曜日午前）�

落合  直之�
おち�あい� なお�ゆき�

整形外科�
（月曜日午前）�

医学博士、筑波大学整形外科教授、日本
整形外科学会認定医、日本リハビリテーショ
ン医学会認定臨床医、日本整形外科学会
評議員、日本手の外科学会評議員、日本
臨床スポーツ医学会評議員、日本肘関節
研究会理事�

東京大学１９７３年卒�
（医局：筑波大学整形外科）�

専門分野�上肢機能外科�

�
日本整形外科学会専門医�

筑波大学１９９７年卒業�
（医局：筑波大学整形外科）�

専門分野�整形外科一般�

医学博士、日本内科学会認定医、日本腎
臓学会専門医�

千葉大学１９７８年卒業�
（医局：筑波大学腎臓内科）�

医学博士、日本泌尿器科学会専門医�
（元春日部市立病院長）�

東京医科歯科大学１９６０年卒業�
（医局：東京医科歯科大学泌尿器科）�

東京医科歯科大学１９９６年卒業� 東京大学１９９２年卒業�
（医局：東京大学小児科）�

日本整形外科学会専門医、日本リウマチ
学会認定医、日本リウマチ財団登録医�

筑波大学１９８７年卒業�

�
日本内科学会認定医�

専門分野�呼吸器疾患�

専門分野�リウマチ関節疾患�骨軟部腫瘍�

医学博士、獨協医科大学内科助教授、日本
糖尿病学会指導医・専門医、日本内分泌学
会評議員・専門医、日本内科学会専門医�

群馬大学１９８７年卒業�
（医局：獨協医科大学一般内科）�

甲斐  吉郎�
か� よし�ろう�い�

内科�
（月曜日午前・午後）�

専門分野�糖尿病、内分泌代謝�

塚越  乃亜�
つか�こし� の� あ�

生活習慣病�
（木曜日午前）�

専門分野�糖尿病、内分泌代謝�

獨協医科大学２０００年卒業�
�（� （�医局：獨協医科大学  　�

　　　 　内分泌・血液・神経内科�

麻生  好正�
そ う�あ� よ し�ま さ�

生活習慣病�
（火曜日午前）�

専門分野�腎臓内科・脂質代謝� 専門分野�泌尿器一般�

大村  稔�
�

おお�む ら� みのる�

泌尿器科�
（金曜日午後）�

専門分野�呼吸器腫瘍�

奈良県立医科大学２００１年卒業�
�（� （�医局：奈良県立医科大学�

　　　 　呼吸器感染症血液内科�

武田  真幸�
たけ� ま さ�ゆ き�だ�

内科�
（木曜日午前・午後）�

太田  義章�
おお� よ し�あ き�た�

内科�
（土曜日午前）�

専門分野�泌尿器科一般�

根岸  壮治�
ぎ し�ね� たけ�は る�

泌尿器科�
（水・木曜日午後）�

専門分野�小児血液腫瘍学�

�

康  勝好�
こ う� よ し�かつ�

小児科�
（木曜日午前）�

医学博士、杏林大学医学教育学教授、日
本小児科学会小児科専門医�

東京大学１９７９年卒業�
（医局：杏林大学小児科）�

医学博士、日本小児科学会小児科専門医、
前杏林大学小児科教授�

東京大学１９６１年卒業� 秋田大学医学部１９９９年卒業� 慶応義塾大学１９９５年卒業�
（医局：慶応義塾大学眼科）�

専門分野�小児循環器病学�

赤木  美智男�
あか�ぎ� み� ち� お�

小児科�
（第１・２・３・５木曜日午後）�

医学博士、日本循環器学会専門医、日本
内科学会認定医�

東京慈恵会医科大学１９９１年卒業�
（医局：慈恵医大循環器内科）�

筑波大学２００１年卒業�
（医局：慈恵医大耳鼻科）�

医学博士、日本耳鼻咽喉科学会専門医、
日本医師会認定産業医�

獨協医科大学１９９２年卒業�

専門分野�小児循環器病学、�システム生理学�

阿波  彰一�
わ�あ� しょう�いち�

小児科�
（第４木曜日午後）�

御宮知  達也�
ぐう�ち�おん� たつ�や�

眼科�
（火・土曜日午前）�

専門分野�眼科一般、角膜� 専門分野�眼科一般�

大平  文�
ひ ら�おお� あや�

眼科�
（木曜日午前）�

専門分野�循環器内科�

上原  良樹�
うえ�はら� よし�き�

循環器内科（新任）�
（木曜日午前）�

専門分野�耳鼻科一般�

山本  和央�
もと�や ま� かず�ひ さ�

耳鼻科（新任）�
（火曜日午前・午後）�

久松  雄志�
ま つ�ひ さ� ゆ う�し�

耳鼻科�
（水・木曜日午前・午後）�

専門分野�耳鼻科一般�

東京慈恵会医科大学１９９３年卒業�
（医局：慈恵医大耳鼻科）�

専門分野�耳鼻科一般�

宮崎  日出海�
ざ き�みや� ひ� で� み�

耳鼻科�
（土曜日午前・午後）�

お も な�
非常勤外来�
担当医師�
紹 介 �

奈良県立医科大学１９９８年卒業�
�（� （�医局：奈良県立医科大学�

　　　 　呼吸器感染症血液内科�
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手
話
と
の
出
会

い
は
今
か
ら
１５
年

程
前
に
な
り
ま
す
。

病
棟
勤
務
を
し
て

い
る
時
、
聴
覚
障

害
者
の
方
の
緊
急

入
院
が
あ
り
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
な
る
の
は
手
話
の
み
で
そ
の
当
時
、

手
話
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
一
人
も
い
な
く

て
戸
惑
っ
て
い
る
と
、患
者
様
の
４
歳
の

子
供
が
患
者
様
と
な
る
母
親
と
私
達
の

通
訳
を
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
ま
さ
か
・・・

そ
の
時
の
驚
き
と
感
動
は
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
も
何
度
と
な
く
聴
覚

障
害
者
の
方
と
係
わ
り
を
持
つ
機
会
が
出

来
、自
分
で
も
手
話
に
対
す
る
興
味
や
関

心
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。
医
療
の
現
場

で
も
手
話
の
出
来
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
れ
ば

不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
外
来
通
院
を
し

て
い
る
人
も
安
心
し
て
受
診
出
来
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
今
で
は
手
話
サ
ー
ク
ル「
け
や
き
の
会
」

に
在
籍
し
聴
覚
障
害
者
協
会
の
皆
様
と

共
に
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
聴
覚
障
害

者
の
方
を
見
か
け
た
ら
手
話
で｢

こ
ん
に

ち
は｣

と
挨
拶
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
満

面
の
笑
顔
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
返
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
よ
。�

　
僕
の
趣
味
は
旅

行
だ
。
休
み
と
い

え
ば
旅
行
！
行
き

先
は
で
き
る
限
り

遠
く
へ
、
と
ま
ず

考
え
る
。
日
常
生

活
を
送
っ
て
い
る

土
地
か
ら
離
れ
る

ほ
ど
よ
い
。
そ
の
た
め
移
動
時
間
も
長
け

れ
ば
長
い
ほ
ど
、
”離
れ
た
感
“を
与
え
て

く
れ
る
た
め
、精
神
が
解
放
さ
れ
る
の
だ
。

ま
あ
、普
段
の
生
活
で
解
放
で
き
な
い
自

分
自
身
も
ど
う
か
と
思
う
が
。�

　
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
自
体
大
好
き
な
た

め
、長
い
飛
行
時
間
で
も
着
陸
す
る
の
が

惜
し
い
。
昼
間（
？
）か
ら
ビ
ー

ル
を
飲
み
、未
公
開
の
映
画

は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
頑
張
っ

て
見
る
。
空
腹
に
な
る
は
ず

が
な
い
の
に
、予
想
で
き
な

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
て
く
る

食
事
も
、逃
し
は
し
な
い
。

将
来
飛
行
機
が
ブ
ラ
ジ
ル
ま

で
１
時
間
で
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
り
し
た
ら
嫌
だ
な
あ
、

と
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。�

　
写
真
は
、イ
ン
ド
北
部
・
ダ
ー

ジ
リ
ン
か
ら
２９
時
間
電
車

に
乗
っ
て
、や
っ
と
着
い
た

町
に
て
。
山
か
ら
南
下
し
て

い
く
車
内
で
は
、着
る
も
の

が
徐
々
に
薄
着
に
な
っ
て
い
く
。
三
段
ベ
ッ

ド
の
上
で
寝
て
、本
を
読
み
、駅
弁
を
食

べ
、甘
い
紅
茶
を
飲
む
、の
繰
り
返
し
。
人

懐
っ
こ
い
イ
ン
ド
人
に
退
屈
は
し
な
か
っ

た
。�

　
そ
も
そ
も
僕
は
移
動
時
間
が
好
き
だ
。

バ
ス
、電
車
、飛
行
機
。
正
々
堂
々
と
ボ
ー
っ

と
し
て
い
ら
れ
る
の
が
い
い
。
旅
先
の
部

屋
や
町
で
の
ん
び
り
一
日
過
ご
す
と
、有
意

義
な
こ
と
も
し
な
く
て
は
と
思
っ
て
し
ま

う
性
分
。
そ
の
点
少
し
ず
つ
で
も
変
わ
っ
て

い
く
窓
か
ら
の
景
色
は
、自
分
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
な
が
ら
も
目
的
の
た
め
仕
事
を
し
て
い

る
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
完
璧
な
ゴ
ロ

ゴ
ロ
時
間
で
あ
る
。
趣
味
は
旅
行
、と
移
動
。�

�

声の宅急便�
ひ ろ ば �

VOICE
私と手話との�
出会い�
外来看護師�

土田  竹子�

VOICE趣　味�
外科医師�

三ツ井  崇司�

ハンディを持った人も持たない人も舞台を通して交
流を深めていきます。毎年開催。�

文化会館でのサンスマイルの集い�

土
田
さ
ん
の
指
文
字
で
の
挨
拶�

手話で�

“こんにちは”�
の挨拶です�

インドの町並み�
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皆
さ
ん
、ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
い
う
言
葉
を
、耳

に
し
た
り
見
た
事
が
あ
り
ま
す
か
？
初
め
て
の
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
説
明
か
ら
し
た
い
と
思

い
ま
す
。�

　
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
は
、元
々
生
産
工
程
管
理

の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
メ
ソ
ッ
ド
か
ら
き
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
開
発
で
の
煩
雑
で
多
種
な
工
程

を
必
要
と
す
る
人
工
衛
星
の
生
産
工
程
を
管
理

す
る
た
め
に
使
わ
れ
始
め
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
方

法
で
あ
っ
た
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
と
い
う
も
の
を
、

１
９
８
５
年
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ン
・
サ
ン
ダ
ー
氏
と

い
う
看
護
師
を
中
心
に
医
療
の
プ
ロ
セ
ス
管
理
に

開
発
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
は
医
療
の
も
の
を
ク
リ

ニ
カ
ル
パ
ス
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。パ
ス
に

は
ス
タ
ッ
フ
用
と
患
者
様
用
が
あ
り
ま
す
。
次
に
、

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
？
ま
た
、

使
用
す
る
目
的
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
一
定
の
疾
病
や
疾
患
を
持
つ
患
者
様
に
対
し
て

入
院
指
導
・
検
査
・
食
事
指
導
・
安
静
度
・
理
学
療
法

な
ど
を
、時
間
を
横
軸
で
ケ
ア
介
入
を
縦
軸
に
し

て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
の
よ
う
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
使
用
す
る
目
的
と
し
ま
し
て
は
、�

　
患
者
様
に
必
要
な
ケ
ア
を
、必
要
な
時
期
に
効
率

よ
く
提
供
し
て
患
者
様
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
。�

　
診
療
ケ
ア
内
容
を
患
者
様
に
説
明
し
て
、イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
。�

　
チ
ー
ム
医
療
の
機
能
を
高
め
る
。�

　
在
院
日
数
の
短
縮
化
を
図
り
、経
済
効
率
を
高

め
る
。�

　
以
上
の
こ
と
か
ら
で
す
。�

　
今
ま
で
当
院
で
も
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
作
成
し

使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
統

一
性
が
無
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
を
ま
と
め
て
い
く
機
関
や
ど
の
様
に
し
て

運
用
し
て
い
く
か
の
取
り
決
め
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
経
緯
か
ら
、２
０
０
４
年
１１
月
よ
り
看

護
部
で
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
を
発
足
し
ま
し

た
。
委
員
会
の
当
初
は
、当
院
に
お
け
る
ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
の
基
本
（
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
）
を
作
成
す
る
こ

と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、委
員
を

中
心
と
し
て
看
護
師
が
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、医
師
や

他
部
門
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
協
力
を
得
な
が

ら
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
発
足
か

ら
半
年
以
上
が
過
ぎ
た
今
で
は
、月
に
一
度
の
委
員

会
に
各
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
作
成
し
た
ク
リ
ニ
カ
ル

パ
ス
が
あ
げ
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、こ
の
委
員
会
を
看
護
部
だ
け
で
な
く

他
部
門
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
院
内
の

委
員
会
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
わ
か
り
易
い
パ
ス
と
し
て
患

者
様
に
お
渡
し
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�

看護師長  中村  京子�

クリニカルパスを�
導入して�

今年も“基本健診”“大腸癌検診”“子宮癌検診”“乳癌検診”を

当院で多くの方々に受けていただいております。今、テレビで

も健康にいい食べ物や運動が連日のように紹介されていて、

健康についての関心が高いことが伺われます。当院の職員健診は今年からメタ

ボリックシンドロームの診断基準から腹囲測定が追加されました。健診の日が決

まると体重・コレステロールを気にしつつ食生活を見直し、摂生するのですが、

健診が終わったとたん元の食生活に!!そのためお腹の脂肪が毎年蓄積されてい

ます。“食べ過ぎ”“運動不足”はわかっていてもなかなか実行できません。でも

「自分の健康は自分で作る」　来年の健診に向けて“食事は腹８分、できるだけ

歩く”を実践して行こうと思っている今日この頃です。　　　　　　　　　　　�

外来  大嶋�

突発性難聴で入院される　　　　　　　　　　　　さまへ　　　　�

検査�
処置�

薬剤�

栄養�

排泄�

清潔�

指導�

入院日� 入院翌日～退院まで�

□適宜、検温と、耳症状（耳鳴・耳閉感・めまいなど）、�
　薬の副作用の観察を行います�

□耳鼻科診察日（　　）は、毎朝聴力検査があります�
　呼ばれましたら生理機能検査室の前でお待ちください�

□ネームバンドを外します�

□退院日、血液検査があります。特に問題がなければ、診察後退
院となります�

□聴器CT（　 　/　　）、頭部MRI（　　/　　）　・・・・結果については�
　後日説明があります�

□体重測定を行います（翌日からは、毎朝起床時に測定してください）�

□患者様の誤認防止のため、手首にネームバンドを装着します�

□吐気があるとき、眠れないときなどは看護師にお申し出ください�

□薬剤師が服薬指導にうかがいます�

□胃部不快感があったり、黒色便が出ましたら流さず教えてください�

□耳への血流が悪くなるため、禁煙してください�

□点滴を開始します（薬の量は徐 に々減らしていきます）�

□内服薬をお渡しします�

□カフェイン、塩分の多いものは避けましょう��
　他の制限はありません�

□多量の水分摂取は控えてください�

□尿量チェック表に尿量を記入してください（むくみの程度を把握するため必要です）�

活動�□なるべく安静を保つようにしてください。外出は医師の許可が必要です�

□点滴の薬の量が　　　　mg以下（　　/　　）になったら、シャワー浴可となります��
　それまでは、毎日蒸しタオルで清拭します�

□入院生活と、薬の副作用について説明します��
　（消化管潰瘍　・　精神症状　・ 易感染　・ 食欲亢進　・ 血糖上昇　・ 浮腫）�

□内服は自己中断せず、続けてください�

□退院許可証と診察券、次回の再来予約伝票をお渡しします�

□次回の外来は　　月　　日　　時です�

□退院後は、音響刺激を避け、ゆったりした気持ちで生活するようにしましょう��
　聴力の回復には個人差があります�
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